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１．はじめに  

大泉ジャンクションは、東京外かく環状自動車道

路と関越自動車道との接合点であり、東京外かく環

状自動車道路（関越～東名）の起点として本線シー

ルドの発進、関越自動車道とのランプ道整備、及び

一般道との出入口整備工事が行われる。 

本工事は、本線シールドに支障する既設護岸の基

礎杭をシールド機で直接切削可能とするため、直接

基礎式の護岸へ改修する工事である（図-1・2、表-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川内の施工において、仮締切り内以外に河川の

切り回しスペースがない。また、左右岸を分割して

施工する方法が一般的であるが、仮設物が多く洪水

時の流下断面を確保できない。 

 

 

このため、仮締切り内の左右岸に仮水路を設置し、

洪水時は現場内を通水する設計である。また、洪水

期の工事休止設定が無く通年施工である。 

 

２．技術的課題 

仮水路は、既設躯体との取合いよりφ1.5m×2本が

最大であり、最大流量は 12.5m3/sである。通常水位

（20㎝：1.5m3/s）は十分通水可能であるが、水位が

75㎝を超えると仮水路最大流量を超過する。 

過去 5年間の降雨実績では年平均 90日程度(4日に

1 度)の降雨があるが、仮水路最大流量を超過する降

雨は 8日程度しかない。 

安全を優先させると、降雨時は完全退避が確実で

ある。しかし、降雨があっても作業可能な日数が約 3

ヶ月もあるため、降雨時も安全に作業できるような

出水量の予測と退避判断方法の確立が課題となった。 

 

３．課題に対する解決策 

（１）情報収集・分析 

確実な退避と不要な退避を減らすために、降雨に

よる水位変化の傾向を分析した。工事現場に隣接し

て東京都の降水量（大泉）及び水位計測地点（新橋

戸橋）があったため、Webサイト「東京都水防災総合

情報システム」の「降水量・水位」情報を収集し分

析した。 

東京都水防災総合情報システムは、1分毎にリアル

タイムで情報が更新される他、10 分毎の計測値が前

月分まで CSV データとして無料で提供されている。

そこで、工事契約から仮水路設置迄の 2 年間の累計

降水量・時間降水量の関係を比較した結果、水位と

時間降水量に相関関係があり、仮水路最大流量を超

過する場合は、100%の確率で時間降水量が 10㎜を超

過していた。 

また、10㎜/hの降雨が観測されてから仮水路最大

流量を超過するまでの時間は、最小 30分・平均 55 
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図-2 新旧躯体比較図 

発 注 者 国土交通省関東地方整備局

施工場所 東京都練馬区

工事名称 氷川橋改良(その１)工事

工事内容 既設基礎杭式護岸撤去、直接基礎型護岸設置

工事名称 氷川橋改良(その２)工事

工事内容 既設護岸撤去、新設護岸設置、目白通り桁撤去、復旧

表-1 工事概要 
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分であったため、10㎜/h以上の降水があってから 30

分以内に退避すれば安全であると判断した。 

 

（２）退避判断・指示 

 現場にて重機引揚げ等の退避訓練を実施したとこ

ろ所要時間は約 25分であった。このため、東京都水

防災総合情報システムの降水量データを常時観測し、

10㎜/h以上の降水があった場合に退避指示を出せば

良い。ただし、常時観測は専任の人員が必要となる

上に、データの見逃しや退避遅れの可能性もある。 

そこで、気象予測システム「安全気象モバイル

KIYOMASA」を導入し、現場周囲で 1時間以内に 10㎜

/h の降雨が生じる可能性がある場合のみ退避を実施

する事とした。 

 1時間以内に 10㎜/hの降雨が生じる可能性がある

場合は、全職員及び各職長の携帯電話にアラートメ

ールを配信するように設定し、メール受信時は作業

中であっても作業を中断し退避する事とした。 

 また、気象予測が外れる場合や、現場付近に降雨

がない局地的豪雨により河川水位が上昇する場合も

ある。そこで、現場上流に「河川水位警報ユニット」

（図-3）を設置して河川の水位を自動計測し、設定

水位に達した場合はアラートメールを配信（この場

合も退避）すると共に、現場に設置した回転灯とス

ピーカー及び情報掲示板にて退避の指示が出るよう、

二重の安全策を講じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）退避確認 

 退避確認は現場にて実施するが、一般道により現

場が上下流に分断されているため、1箇所での情報集

約が困難であり、退避の確認漏れが発生する可能性

が高い。このため、事務所に居ながら退避を確認で

きる方法として「Webカメラ」と「入退場管理システ

ム」（図-3）を導入した。Web カメラによりリアルタ

イムで河川や作業員の退避状況を確認すると共に、

入退場管理システムを使い効率的かつ正確に作業員

の入退場状況を確認した。入退場管理システムは非

接触型のRFIDタグを全作業員のヘルメット内部に取

付け、各昇降設備の通過を監視する事により、全作

業員の現場入退場を事務所にて確認した。 

 

４．結果 

7回の現場内通水（表-2）に対し、全てに KIYOMASA

による退避指示が出て事前退避が出来た。退避時間

は 30 分以内と想定していたが、平均 24 分と概ね想

定通りであった。なお、累計降水量が 19 ㎜や 24 ㎜

での浸水もあり、時間降水量に注目した退避判断は

適切であった。 

また、作業時間中の KIYOMASA での退避指示は 11

ヶ月で 13回（同一降雨時の複数回警報や浸水中の警

報は除く）しか出ておらず、的中率は 54％であった。

同期間の降水日数は 79日であったため、降雨により

中止した場合と比較すると、退避回数は1/6に減少、

作業日数は 66日も確保することが出来た。 

 

５．まとめ 

現場内通水を前提とした工事計画に対し、現場作

業日数を増やすために、現場条件を事前解析して退

避基準を策定し、その運用に複数のICTを利用した。 

複数の ICT 利用により、確実かつ効率的な安全管

理を実現できた。ICT活用、働き方改革が推進されて

いる現在、当現場での取り組み事例が参考になれば

幸いである。 

表-2 現場浸水時降水記録 

時間降水量

最大値(mm/hr)

累計降水量

(mm)

2016/3/28 13 19 20:40 ～ 21:40 1.0 時間

2016/6/13 12 75 2:20 ～ 16:50 14.5 時間

2016/7/14 28 55 14:50 ～ 19:50 5.0 時間

2016/8/20 18 72 5:50 ～ 16:20 10.5 時間

2016/8/22 43 145 1:10 ～ 16:10 15.0 時間

2016/11/11 12 43 2:10 ～ 8:10 6.0 時間

2016/12/23 14 24 22:20 ～ 0:50 2.5 時間

降雨継続時間

図-3 安全確認システム配置図 
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